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１．緒言

　浦幌町立博物館には、上浦幌小学校標本、中川公郎標本、吉田康登標本などの植物標本が収蔵
されている。2012（平成24）年11月に、帯広百年記念館の移動展「博物館はなぜ標本を集めるのか？
標本からわかること」展を開催し、これらの標本について展示・公開した。展示に際し、これら
の植物標本について資料情報の調査・検討を実施した。本報ではこのうちの吉田康登標本について、
採集者吉田康登氏の人物史と浦幌町、池田町との関わりを明らかにし、本標本の持つ意義につい
て考察した。また、標本目録を作製し、今後の調査研究や教育への利用に供するものとした。

２．吉田康登氏

　採集者の吉田康登氏は、池田町のキリスト
教会牧師である（図1）。長崎県に生まれ、そ
の後、ルター派（ルーテル教会）（註１）の牧師と
して神奈川県横浜や東京都で牧会に従事した
とされる。しかし、第二次世界大戦中、政府
による宗教統制で牧師の職を失うと共に三人
の子息が応召（註２）。終戦直後に東京都で募集し
ていた集団帰農（註３）に加わり渡道し、浦幌町に
居住する。
　『浦幌村五十年沿革史』には、吉田氏は当初、
出身である九州への帰農を希望したが、既に
希望者が多く、北海道へ赴く事になったと記録されている（浦幌村社会教育教會1949）。当時、北
海道開拓協会が東京都と共に帰農者を募集していた事から、これに応じたものと思われる。
　また、同書には、1945（昭和20）年9月7日の第一回入植者として「吉田康登　家族數：五、部落：
萬年、前居住地：東京都、配當面積：7.1町、前職業：牧師」と記されているほか、当時、吉田氏
が居住していた萬年の自宅の写真も掲載されている。しかし、吉田氏が浦幌町在住時に教会で牧
師として勤務した事は無い。一方で、不慣れな農作業の傍らで家庭集会を開き、浦幌の人々に信
仰の種を播いていたとされる。
　一方、戦後になって池田町でルター派の教会設立の機運が高まった。1955（昭和30）年11月頃
から、町内で聖書研究会を開いていた増田健二郎らにより、牧会の経験がある吉田氏が招聘され
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図1　�初代池田伝道所（後の池田教会）の前で。写真右端の男
性が吉田康登牧師。1957（昭和32）年。

　　 日本福音ルーテル池田教会所蔵。
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たとされる（池田町史編纂委員会1979）。こう
して1957（昭和32）年5月に初代の池田伝道所、
後の池田教会が開設された（図2）。この初代
池田伝道所は、地主から池田町旭町の土地を
提供され、浦幌炭坑の協和会館建物を移築し
て設立されたものであった（図3）（註４）。伝道所
開設と共に、吉田氏は浦幌町から池田町へ転
出している。
　1968（昭和43）年、都市計画による道路整
備に伴い、教会は清見ヶ丘の麓の現在地へ移
転。これに伴い、協和会館建物を活用した会
堂を取り壊し、教会は新会堂（現会堂）を建
築する事になる（図4-1、4-2）。吉田牧師は、
教会建設の資金とするために自ら「押し花色
紙」を製作して販売した（図5-1）。この取り組
みは注目を集め、当時の新聞にも報道されて
いる（註５）。
　吉田牧師は、池田町在住時に地元の営林署
からの依頼で、管内の植物調査と標本の製作
を依頼されたと伝えられている。現在、浦幌
町立博物館に残されている植物標本も、採集
年代はこの時代のものである。
　新会堂建設の資金捻出にあたり押し花色紙
の製作・販売を思いついたのは、こうした標
本製作の経験・蓄積があったためと思われる。
初代教会時代の1961（昭和36）年8月に、教会
が野外礼拝（教会主催のキャンプ）へ出かける
際の写真が残されているが、ここには大型の胴乱

（註６）を下げて歩く吉田牧師の姿が写されてお
り、大変興味深い（図6）。
　一方、営林署から依頼がある程、植物に関
する知識や経験が知られていたという事は、
以前から野生植物への関心が高かったものと
推察されるが、それを裏付ける史料や、依頼
を受けた営林署の標本がその後どうなったか
については未確認である。

図2　�池田町旭町に建つ池田教会の初代会堂。1957（昭和32）
年。池田教会所蔵。

図3　�移築前の建物。浦幌炭坑の協和会館として用いられてい
た建物で、写真左奥にカマボコ屋根の会館が見える。会
館とは廊下で接続していたらしい。1957（昭和32）年こ
ろ。池田教会所蔵。

図4-1 図4-2

建設中の新会堂。町の区画整理で移転を余儀なくされたのを機
に建設した。1968（昭和43）年5月ころ。図4-2は完成した新
会堂の献堂式に集う人々と吉田牧師（玄関前の左側の人物）。
1968（昭和43）年7月28日。共に池田教会所蔵。
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３．標本の概要

（１）保存状況および採集年代
　確認された植物標本は合計で107点であった。表１に標本目録を示す。浦幌町立博物館の登録台
帳によると、同館の前身である浦幌町郷土博物館時代の1968（昭和43）年5月15日に、中川郡池田
町在住の吉田康登氏（本人）より寄贈を受けていた。採集者による標本番号は付されておらず、
浦幌町郷土博物館による受入番号が標本台紙背面に押印されており、これが事実上の標本番号と
なっている。なお、登録台帳上は108点だが、現在のところ1点が確認できておらず、同館に所蔵
の他のコレクションに紛れている可能性が高い。今後の整理作業で発見されると思われる。
　採集年代は、1961（昭和36）年9月22日から1969（昭和44）年5月15日までで、1962（昭和37）
年採集の標本が27点と最も多く、1963（昭和38）年産が22点、1966（昭和41）年産が20点、1968（昭
和43）年産が13点、1964−65（昭和39−40）年産が各12点、1961（昭和36）年産が1点であった。
　標本はいずれも標本台紙に植物体と標本ラベルが貼付され、保護用のカバーがかけられた状態
で収蔵されていた。保存状態は良好で、著しい破損や劣化は見られない。これは、標本自体が採
集者により丁寧に製作されてきた事も大きいが、寄贈を受けて以来、コンテナに収蔵された状態で、
展示や研究などによる活用もほとんど為されてこなかった事も、良好な保存状態を保ってきた背
景と思われる。

（２）採集地域の特徴
　採集地は池田町が58点と突出して多く、帯広市、豊頃町、浦幌町、本別町を含めた十勝圏で全
体の66%にあたる71点を占めていた（図7）。池田町産標本58点のうち、32点が旭町、20点が清見
で採集されており、これは初代池田伝道所の周辺で採集した可能性が高く、日常的に植物採集が
行われていものと考えられる。
　帯広市は「岩内仙境」、豊頃町は「大津海浜」「十弗」、浦幌町は「厚内海浜」、本別町は「夏川園」

（義経山麓の本別公園の旧称）が採集地だった。池田伝道所では、本別町の義経山などへ野外礼拝
に出かけていた事が、教会に残されている写真アルバムに記録されており（図6）、この際に採集
しものが含まれていると推察される。
　道内産標本には大雪山の標本が9点存在し、大半は「勇駒別」で採集されたものである。勇駒別
は上川郡東川町であり、旭岳が含まれる事から、当該地域を登山中に採集したものと思われる。

図5-1 図5-2

二代目会堂を建設するにあたり、資金にあてる為に吉田牧師自
ら製作・販売した野草の押し花色紙のうちのひとつ、ザゼンソ
ウ（池田教会所蔵）。図5-2は吉田氏が製作したザゼンソウの
標本（浦幌町立博物館所蔵）。製作の仕方が非常によく似てい
る事がわかる。

図6　�野外礼拝へ向かう池田教会の人々。右から3人目の帽子
をかぶる人物が吉田牧師で、肩から大型の胴乱を提げて
歩く様子がわかる。1961（昭和36）年8月。池田教会所
蔵。



吉田康登氏採集の植物標本

− 34 −

表
１
　
浦
幌
町
立
博
物
館
所
蔵
「
吉
田
康
登
採
集
植
物
標
本
」
目
録

収
蔵
番
号

科
名

学
名

　　
　　

和
名

採
集

年
月

日
採

集
地

備
考

子
嚢
菌
門
チ
ャシ

ブゴ
ケ
菌
綱
チ
ャシ

ブゴ
ケ
目

1
9
6
8
-
1
4
3
6

ウメ
ノキ

ゴケ
科

U
s
n
e
a
 
d
i
f
f
r
a
c
t
a
 
V
a
i
n
.

ヨコ
ワサ

ル
オ
ガ
セ

1
9
6
4
/
7
/
2
2

大
雪
山
勇
駒
別

1
9
6
8
-
1
4
6
8

N
e
p
h
r
o
m
o
p
s
i
s
 
n
e
p
h
r
o
m
o
i
d
e
s
 
(
N
y
l
.
)
 
R
a
n
d
l
a
n
e
 
&
 
S
a
a
g

オ
オ
アワ

ビゴ
ケ

1
9
6
4
/
7
/
2
2

大
雪
山
勇
駒
別

緑
藻
綱
ハ
ネ
モ目

1
9
6
8
-
1
4
6
3

ハ
ネ
モ
科

B
r
y
o
p
s
i
s
 
p
l
u
m
o
s
a
 
(
H
u
d
s
o
n
)
 
C
.
A
g
a
r
d
h

ハ
ネ
モ

1
9
6
6
/
3
/
2
2

神
奈
川
県
葉
山
海
浜

1
9
6
8
-
1
4
6
2

ホン
ダ
ワラ

科
S
a
r
g
a
s
s
u
m
 
f
u
l
v
e
l
l
u
m
 
C
.
A
g
a
r
d
t
h

ホン
ダ
ワラ

1
9
6
6
/
3
/
2
2

神
奈
川
県
葉
山
海
浜

褐
藻
綱
コン

ブ目
1
9
6
8
-
1
5
1
8

コン
ブ
科

E
i
s
e
n
i
a
 
b
i
c
y
c
l
i
s
 
(
K
j
e
l
l
m
a
n
 
)
 
S
e
t
c
h
e
l
l

アラ
メ

1
9
6
6
/
3
/
2
2

神
奈
川
県
葉
山
海
浜

紅
藻
綱
ウ
ミゾ

ウ
メン

目
1
9
6
8
-
1
4
6
1

ガ
ラガ

ラ科
G
l
o
i
o
p
h
l
o
e
a
 
o
k
a
m
u
r
a
i
 
S
e
t
c
h
e
l
l

ニ
セ
フサ

ノリ
1
9
6
6
/
3
/
2
2

神
奈
川
県
葉
山
海
浜

1
9
6
8
-
1
4
5
9

サ
ンゴ

モ
科

A
m
p
h
i
r
o
a
 
d
i
l
a
t
a
t
a
 
L
a
m
o
u
r
o
u
x

カニ
ノテ

1
9
6
6
/
3
/
2
2

神
奈
川
県
葉
山
海
浜

1
9
6
8
-
1
5
1
6

テ
ング

サ
科

A
c
a
n
t
h
o
p
e
l
t
i
s
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
O
k
a
m
u
r
a

ユ
イキ

リ（
トリ

アシ
）

1
9
6
6
/
3
/
2
2

神
奈
川
県
葉
山
海
浜

1
9
6
8
-
1
4
6
0

オ
キツ

ノリ
科

G
y
m
n
o
g
o
n
g
r
u
s
 
f
l
a
b
e
l
l
i
f
o
r
m
i
s
 
H
a
r
v
e
y

オ
キツ

ノリ
1
9
6
6
/
3
/
2
2

神
奈
川
県
葉
山
海
浜

ラベ
ル
に
は
「お

きの
り」

と記
載

シダ
植
物
門

1
9
6
8
-
1
4
9
9

マ
ツバ

ラン
科

L
y
c
o
p
o
d
i
u
m
 
s
i
t
c
h
e
n
s
e
 
R
u
p
r
.

タカ
ネ
ヒカ

ゲ
ノカ

ズ
ラ

1
9
6
4
/
7
/
2
2

大
雪
山
勇
駒
別

1
9
6
8
-
1
5
0
5

トク
サ
科

E
q
u
i
s
e
t
u
m
 
p
a
l
u
s
t
r
e
 
L
.

イヌ
ドク

サ
1
9
6
7
/
5
/
2
5

池
田
町
清
見

1
9
6
8
-
1
5
2
7

E
q
u
i
s
e
t
u
m
 
a
r
v
e
n
s
e
 
L
.

スギ
ナ

1
9
6
9
/
5
/
3

池
田
町

1
9
6
8
-
1
5
0
8

E
q
u
i
s
e
t
u
m
 
a
r
v
e
n
s
e
 
L
.

スギ
ナ

1
9
6
6
/
5
/
3
0

池
田
町
利
別

1
9
6
8
-
1
4
6
5

ウラ
ボ
シ
科

A
s
p
l
e
n
i
u
m
 
s
a
r
e
l
i
i
 
H
o
o
k
.

コバ
ノヒ

ノキ
シ
ダ

1
9
6
3
/
1
/
2
3

肥
前
島
原
深
江

現
、長

崎
県
南
島
原
市
深
江

種
子
植
物
門
裸
子
植
物
亜
門

1
9
6
8
-
1
5
4
1

イヌ
マ
キ科

P
o
d
o
c
a
r
p
u
s
 
c
h
i
n
e
n
s
i
s
 
W
a
l
l
.
 
e
x
 
F
o
r
b
e
s

ラカ
ンマ

キ
1
9
6
4
/
5
/
1
0

肥
前
島
原

現
、長

崎
県
島
原
市

種
子
植
物
門
被
子
植
物
亜
門
双
子
葉
綱
古
生
花
被
亜
綱
（離

弁
花
類
）

1
9
6
8
-
1
4
8
7

ヤ
ナ
ギ
科

S
a
l
i
x
 
b
a
k
k
o
 
K
i
m
u
r
a

ヤ
マ
ネ
コヤ

ナ
ギ

1
9
6
3
/
5
/
1
4

池
田
町
旭
町

1
9
6
8
-
1
5
1
0

S
a
l
i
x
 
i
n
t
e
g
r
a
 
T
h
u
n
b
.

イヌ
コリ

ヤ
ナ
ギ

1
9
6
3
/
1
0
/
1
2

池
田
町
清
見

1
9
6
8
-
1
5
1
9

S
a
l
i
x
 
i
n
t
e
g
r
a
 
T
h
u
n
b
.

イヌ
コリ

ヤ
ナ
ギ

1
9
6
3
/
1
0
/
1
2

池
田
町
清
見

1
9
6
8
-
1
5
3
9

S
a
l
i
x
 
i
n
t
e
g
r
a
 
T
h
u
n
b
.

イヌ
コリ

ヤ
ナ
ギ

1
9
6
5
/
6
/
2
5

池
田
町
清
見

1
9
6
8
-
1
5
0
2

カバ
ノキ

科
A
l
n
u
s
 
v
i
r
i
d
i
s
 
(
C
h
a
i
x
)
 
L
a
m
.
 
e
t
 
D
C
.
 
s
u
b
s
p
.
 
m
a
x
i
m
o
w
i
c
z
i
i
 
(
C
a
l
l
i
e
r
)
 
D
.
L
ö
v
e
ミヤ

マ
ハ
ンノ

キ
1
9
8
4
/
8
/
1
4

定
山
渓

1
9
6
8
-
1
4
4
1

クワ
科

M
o
r
u
s
 
b
o
m
b
y
c
i
s
 
K
o
i
d
z
.

ヤ
マ
グワ

1
9
6
6
/
8
/
1

池
田
町
旭
町

1
9
6
8
-
1
5
4
0

タデ
科

P
e
r
s
i
c
a
r
i
a
 
l
a
p
a
t
h
i
f
o
l
i
a
 
(
L
.
)
 
G
r
a
y

オ
オ
イヌ

タデ
1
9
6
5
/
8
/
?
?

池
田
町
清
見

採
集
日
は
抹
消
した

跡
が
ある

1
9
6
8
-
1
4
8
4

P
e
r
s
i
c
a
r
i
a
 
n
e
p
a
l
e
n
s
i
s
 
(
M
e
i
s
n
.
)
 
H
.
G
r
o
s
s

タニ
ソバ

1
9
6
2
/
9
/
1
5

池
田
町
旭
町

1
9
6
8
-
1
4
6
7

P
e
r
s
i
c
a
r
i
a
 
t
h
u
n
b
e
r
g
i
i
 
(
S
i
e
b
o
l
d
 
e
t
 
Z
u
c
c
.
)
 
H
.
G
r
o
s
s

オ
オ
ミゾ

ソバ
1
9
6
6
/
8
/
1

池
田
町
旭
町

 
 
　　

　v
a
r
.
 
s
t
o
l
o
n
i
f
e
r
a
 
(
F
.
S
c
h
m
i
d
t
)
 
N
a
k
a
i
 
e
x
 
H
.
H
a
r
a

1
9
6
8
-
1
4
6
4

R
u
m
e
x
 
a
c
e
t
o
s
e
l
l
a
 
L
.
 
 
s
u
b
s
p
.
 
p
y
r
e
n
a
i
c
u
s
 
(
P
o
u
r
r
e
t
 
e
t
 
L
a
p
e
y
r
.
)
 
A
k
e
r
o
y
d

ヒメ
スイ

バ
1
9
6
3
/
8
/
3

池
田
町
旭
町

1
9
6
8
-
1
4
5
3

ナ
デ
シ
コ科

M
e
l
a
n
d
r
i
u
m
 
f
i
r
m
u
m
 
(
S
i
e
b
o
l
d
 
e
t
 
Z
u
c
c
.
)
 
R
o
h
r
b
.

フシ
グロ

1
9
6
2
/
8
/
1
6

岩
内

帯
広
市
、岩

内
仙
境

1
9
6
8
-
1
4
4
6

S
t
e
l
l
a
r
i
a
 
r
a
d
i
a
n
s
 
L
.

エ
ゾオ

オ
ヤ
マ
ハ
コベ

1
9
6
2
/
7
/
2
0

尺
別

現
、釧

路
市
音
別
町
尺
別

1
9
6
8
-
1
5
1
2

キン
ポ
ウゲ

科
A
c
t
a
e
a
 
a
s
i
a
t
i
c
a
 
H
.
H
a
r
a

ル
イヨ

ウシ
ョウ

マ
1
9
6
3
/
5
/
3
0

池
田
町
清
見

1
9
6
8
-
1
4
4
3

A
d
o
n
i
s
 
a
m
u
r
e
n
s
i
s
 
R
e
g
e
l
 
e
t
 
R
a
d
d
e

フク
ジ
ュソ

ウ
1
9
6
5
/
3
/
1
7

池
田
町
清
見
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収
蔵
番
号

科
名

学
名

和
名

採
集

年
月

日
採

集
地

備
考

1
9
6
8
-
1
5
3
6

A
d
o
n
i
s
 
r
a
m
o
s
a
 
F
r
a
n
c
h
.

フク
ジ
ュソ

ウ
1
9
6
9
/
5
/
1
0

十
弗

豊
頃
町
十
弗

1
9
6
8
-
1
4
7
6

A
n
e
m
o
n
e
 
f
l
a
c
c
i
d
a
 
F
.
S
c
h
m
i
d
t

ニ
リン

ソウ
1
9
6
9
/
5
/
1
0

十
弗

豊
頃
町
十
弗

1
9
6
8
-
1
5
1
1

C
l
e
m
a
t
i
s
 
a
p
i
i
f
o
l
i
a
 
D
C
.
 
 
v
a
r
.
 
b
i
t
e
r
n
a
t
a
 
M
a
k
i
n
o

メボ
ダ
ンヅ

ル
・コ

ボ
タン

ヅ
ル

1
9
6
3
/
1
/
2
3

肥
前
島
原
深
江

現
、長

崎
県
南
島
原
市
深
江

1
9
6
8
-
1
4
7
0

メギ
科

C
a
u
l
o
p
h
y
l
l
u
m
 
r
o
b
u
s
t
u
m
 
M
a
x
i
m
.

ル
イヨ

ウボ
タン

1
9
6
3
/
5
/
3
0

池
田
町
清
見

1
9
6
8
-
1
4
4
2

ドク
ダ
ミ科

H
o
u
t
t
u
y
n
i
a
 
c
o
r
d
a
t
a
 
T
h
u
n
b
.

ドク
ダ
ミ

1
9
6
6
/
5
/
8

肥
前
島
原

現
、長

崎
県
島
原
市

1
9
6
8
-
1
5
3
8

アブ
ラナ

科
R
o
r
i
p
p
a
 
i
n
d
i
c
a
 
(
L
.
)
 
H
i
e
r
n

イヌ
ガ
ラシ

1
9
6
3
/
5
/
1
4

池
田
町
利
別

1
9
6
8
-
1
4
9
3

マ
ンサ

ク科
C
o
r
y
l
o
p
s
i
s
 
p
a
u
c
i
f
l
o
r
a
 
S
i
e
b
o
l
d
 
e
t
 
Z
u
c
c
.

ヒュ
ウガ

ミズ
キ

1
9
6
4
/
1
/
2
0

花
店

生
花
店
で
購
入
か
？

1
9
6
8
-
1
5
2
2

ユ
キノ

シ
タ科

H
y
d
r
a
n
g
e
a
 
s
c
a
n
d
e
n
s
 
(
L
.
f
.
)
 
S
e
r
.

ガ
クウ

ツギ
1
9
6
5
/
6
/
1
6

天
城
山

静
岡
県
、伊

豆
半
島

1
9
6
8
-
1
5
3
0

バ
ラ科

A
g
r
i
m
o
n
i
a
 
p
i
l
o
s
a
 
L
e
d
e
b
.
 
 
v
a
r
.
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
(
M
i
q
.
)
 
N
a
k
a
i

キン
ミズ

ヒキ
1
9
6
6
/
7
/
5

池
田
町
清
見

1
9
6
8
-
1
4
9
8

F
i
l
i
p
e
n
d
u
l
a
 
k
a
m
t
s
c
h
a
t
i
c
a
 
(
P
a
l
l
.
)
 
M
a
x
i
m
.

オ
ニ
シ
モ
ツケ

1
9
6
4
/
7
/
2
2

大
雪
山
勇
駒
別

1
9
6
8
-
1
4
6
9

P
o
t
e
n
t
i
l
l
a
 
s
p
r
e
n
g
e
l
i
a
n
a
 
L
e
h
m
.

キジ
ムシ

ロ
1
9
6
3
/
8
/
3

池
田
町
旭
町

1
9
6
8
-
1
4
8
3

P
r
u
n
u
s
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
T
h
u
n
b
.

ニ
ワウ

メ
1
9
6
3
/
6
/
2
2

池
田
町
旭
町

1
9
6
8
-
1
5
3
1

バ
ラ

S
o
r
b
u
s
 
s
a
m
b
u
c
i
f
o
l
i
a
 
(
C
h
a
m
.
 
e
t
 
S
c
h
l
t
d
l
.
)
 
M
.
R
o
e
m
.

タカ
ネ
ナ
ナ
カマ

ド
1
9
6
4
/
7
/
2
2

大
雪
山

旭
川
営
林
署
員
 土

肥
氏
採
集
．

1
9
6
8
-
1
4
7
7

マ
メ科

D
e
s
m
o
d
i
u
m
 
r
a
c
e
m
o
s
u
m
 
D
C
.

ヌス
ビト

ハ
ギ

1
9
6
3
/
8
/
3

池
田
町
旭
町

1
9
6
8
-
1
4
4
0

L
a
t
h
y
r
u
s
 
p
a
l
u
s
t
r
i
s
 
L
.
 
/
 
L
a
t
h
y
r
u
s
 
p
a
l
u
s
t
r
i
s
 
L
.

レン
リソ

ウ
1
9
6
5
/
7
/
3

池
田
町
清
見

1
9
6
8
-
1
4
3
8

T
h
e
r
m
o
p
s
i
s
 
l
u
p
i
n
o
i
d
e
s
 
(
L
.
)
 
L
i
n
k

セ
ンダ

イハ
ギ

1
9
6
8
/
7
/
2
0

厚
内
海
岸

1
9
6
8
-
1
4
5
4

フウ
ロソ

ウ科
G
e
r
a
n
i
u
m
 
w
i
l
f
o
r
d
i
i
 
M
a
x
i
m
.

ミツ
バ
フウ

ロ
1
9
6
2
/
9
/
3

池
田
高
校
正
門
前

1
9
6
8
-
1
5
0
6

カエ
デ
科

A
c
e
r
 
s
h
i
r
a
s
a
w
a
n
u
m
 
K
o
i
d
z
.

オ
オ
イタ

ヤ
メイ

ゲ
ツ

1
9
6
5
/
8
/
1
4

定
山
渓

1
9
6
8
-
1
4
4
7

ツリ
フネ

ソウ
科

I
m
p
a
t
i
e
n
s
 
t
e
x
t
o
r
i
i
 
M
i
q
.

ツリ
フネ

ソウ
・ム

ラサ
キツ

リフ
ネ

1
9
6
2
/
8
/
3
0

池
田
町
旭
町
牧
場

1
9
6
8
-
1
4
7
9

ヒシ
科

T
r
a
p
a
 
n
a
t
a
n
s
 
L
.
 
 
v
a
r
.
 
b
i
s
p
i
n
o
s
a
 
M
a
k
i
n
o
,
 
e
x
c
l
.
 
b
a
s
i
o
n
.

ヒシ
1
9
6
3
/
6
/
2
2

池
田
町
旭
町
●
●
園

●
●
は
判
読
不
能

1
9
6
8
-
1
4
4
5

アカ
バ
ナ
科

E
p
i
l
o
b
i
u
m
 
c
e
p
h
a
l
o
s
t
i
g
m
a
 
H
a
u
s
s
k
n
.

イワ
アカ

バ
ナ

1
9
6
2
/
7
/
2
7

本
別
夏
川
園

「夏
川
園
」は

本
別
公
園
の
旧
称

1
9
6
8
-
1
5
2
3

E
p
i
l
o
b
i
u
m
 
h
o
r
n
e
m
a
n
n
i
i
 
R
c
h
b
.
 
 
v
a
r
.
 
f
o
u
c
a
u
d
i
a
n
u
m
 
(
H
.
L
é
v
.
)
 
H
.
H
a
r
a

ミヤ
マ
アカ

バ
ナ

1
9
6
5
/
7
/
2
9

池
田
町
清
見

1
9
6
8
-
1
4
3
7

ミズ
キ科

C
h
a
m
a
e
p
e
r
i
c
l
y
m
e
n
u
m
 
c
a
n
a
d
e
n
s
e
 
(
L
.
)
 
A
s
c
h
.
 
e
t
 
G
r
a
e
b
n
.

ゴゼ
ンタ

チ
バ
ナ

1
9
6
4
/
7
/
2
2

大
雪
山
勇
駒
別

1
9
6
8
-
1
4
8
1

ウコ
ギ
科

P
a
n
a
x
 
s
c
h
i
u
s
e
n
g
 
N
e
e
s
.
 
v
a
r
.
 
j
a
p
o
n
i
c
u
m
 
M
a
k
i
n
o

トチ
バ
ニ
ンジ

ン
1
9
6
6
/
8
/
4

温
別

採
集
地
は
「音

別
」の

誤
記
か
？

1
9
6
8
-
1
4
5
5

セ
リ科

C
o
n
i
o
s
e
l
i
n
u
m
 
f
i
l
i
c
i
n
u
m
 
(
H
.
W
o
l
f
f
)
 
H
.
H
a
r
a

ミヤ
マ
セ
ンキ

ュウ
1
9
6
2
/
8
/
1
6

岩
内
仙
境

帯
広
市
、岩

内
仙
境

種
子
植
物
門
被
子
植
物
亜
門
双
子
葉
植
物
綱
後
生
花
被
類
（合

弁
花
類
）

1
9
6
8
-
1
4
8
2

ツツ
ジ
科

C
a
s
s
i
o
p
e
 
l
y
c
o
p
o
d
i
o
i
d
e
s
 
(
P
a
l
l
.
)
 
D
.
D
o
n

イワ
ヒゲ

1
9
6
4
/
7
/
2
2

大
雪
山

旭
川
営
林
署
員
 土

肥
氏
採
集
．

1
9
6
8
-
1
4
9
0

E
l
l
i
o
t
t
i
a
 
p
a
n
i
c
u
l
a
t
a
 
(
S
i
e
b
o
l
d
 
e
t
 
Z
u
c
c
.
)
 
H
o
o
k
.
f
.

ホツ
ツジ

1
9
6
2
/
8
/
1
6

岩
内
仙
境

帯
広
市
、岩

内
仙
境

1
9
6
8
-
1
5
0
1

ガ
ンコ

ウラ
ン

E
m
p
e
t
r
u
m
 
n
i
g
r
u
m
 
L
.
 
 
v
a
r
.
 
j
a
p
o
n
i
c
u
m
 
K
.
 
K
o
c
h

ガ
ンコ

ウラ
ン

1
9
6
5
/
8
/
5

大
津
海
浜

1
9
6
8
-
1
5
4
2

サ
クラ

ソウ
科

L
y
s
i
m
a
c
h
i
a
 
t
h
y
r
s
i
f
l
o
r
a
 
L
.

ヤ
ナ
ギ
トラ

ノオ
1
9
6
5
/
6
/
2
5

池
田
町
清
見

1
9
6
8
-
1
4
7
5

L
y
s
i
m
a
c
h
i
a
 
v
u
l
g
a
r
i
s
 
L
.
 
 
v
a
r
.
 
d
a
v
u
r
i
c
a
 
(
L
e
d
e
b
.
)
 
R
.
K
n
u
t
h

クサ
レダ

マ
・イ

オ
ウソ

ウ
1
9
6
2
/
8
/
1
1

池
田
町
旭
町

1
9
6
8
-
1
4
9
7

T
r
i
e
n
t
a
l
i
s
 
e
u
r
o
p
a
e
a
 
L
.

ツマ
トリ

ソウ
1
9
6
3
/
5
/
3
0

池
田
町
清
見

1
9
6
8
-
1
5
1
5

T
r
i
e
n
t
a
l
i
s
 
e
u
r
o
p
a
e
a
 
L
.

ツマ
トリ

ソウ
1
9
6
7
/
6
/
1
0

池
田
町
清
見

1
9
6
8
-
1
4
8
0

リン
ドウ

科
G
e
n
t
i
a
n
a
 
z
o
l
l
i
n
g
e
r
i
 
F
a
w
c
.

フデ
リン

ドウ
1
9
6
9
/
5
/
1
5

池
田
町
旭
町

1
9
6
8
-
1
4
8
9

G
e
n
t
i
a
n
a
 
z
o
l
l
i
n
g
e
r
i
 
F
a
w
c
.

フデ
リン

ドウ
1
9
6
3
/
5
/
1
8

池
田
町
旭
町

1
9
6
8
-
1
5
1
4

G
e
n
t
i
a
n
a
 
z
o
l
l
i
n
g
e
r
i
 
F
a
w
c
.

フデ
リン

ドウ
1
9
6
7
/
5
/
2

池
田
町
旭
町

1
9
6
8
-
1
5
0
0

アカ
ネ
科

G
a
l
i
u
m
 
k
a
m
t
s
c
h
a
t
i
c
u
m
 
S
t
e
l
l
e
r
 
e
x
 
R
o
e
m
.
e
t
 
S
c
h
u
l
t
.
v
a
r
.
a
c
u
t
i
f
o
l
i
u
m
 
H
.
H
a
r
a
オ
オ
バ
ノヨ

ツバ
ムグ

ラ
1
9
6
7
/
6
/
1
0

池
田
町
清
見

1
9
6
8
-
1
4
9
1

R
u
b
i
a
 
j
e
s
o
e
n
s
i
s
 
(
M
i
q
.
)
 
M
i
y
a
b
e
 
e
t
 
T
.
M
i
y
a
k
e

アカ
ネ
ムグ

ラ
1
9
6
2
/
7
/
2
1

釧
路
貝
塚
町

1
9
6
8
-
1
5
2
8

ムラ
サ
キ科

O
m
p
h
a
l
o
d
e
s
 
k
r
a
m
e
r
i
 
F
r
a
n
c
h
.
 
e
t
 
S
a
v
.

ル
リソ

ウ
1
9
6
6
/
9
/
2
3

北
見

1
9
6
8
-
1
4
8
6

レン
プ
クソ

ウ科
A
d
o
x
a
 
m
o
s
c
h
a
t
e
l
l
i
n
a
 
L
.

レン
プ
クソ

ウ
1
9
6
6
/
5
/
1
6

池
田
町
旭
町

1
9
6
8
-
1
4
9
4

シ
ソ科

E
l
s
h
o
l
t
z
i
a
 
c
i
l
i
a
t
a
 
(
T
h
u
n
b
.
)
 
H
y
l
.

ナ
ギ
ナ
タコ

ウジ
ュ

1
9
6
2
/
9
/
1
5

池
田
町
旭
町

1
9
6
8
-
1
4
4
8

L
y
c
o
p
u
s
 
u
n
i
f
l
o
r
u
s
 
M
i
c
h
x
.

エ
ゾシ

ロネ
1
9
6
2
/
8
/
2
5

池
田
町
清
見

1
9
6
8
-
1
4
5
2

M
o
s
l
a
 
d
i
a
n
t
h
e
r
a
 
(
B
u
c
h
.
-
H
a
m
.
 
e
x
 
R
o
x
b
.
)
 
M
a
x
i
m
.

ヒメ
ジ
ソ

1
9
6
2
/
9
/
8

池
田
町
旭
町
牧
場
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収
蔵
番
号

科
名

学
名

和
名

採
集

年
月

日
採

集
地

備
考

1
9
6
8
-
1
5
2
5

オ
オ
バ
コ科

P
l
a
n
t
a
g
o
 
l
a
n
c
e
o
l
a
t
a
 
L
.

ヘ
ラオ

オ
バ
コ

1
9
6
3
/
8
/
1

野
幌
酪
農
学
園

江
別
市

1
9
6
8
-
1
4
5
8

スイ
カズ

ラ科
L
o
n
i
c
e
r
a
 
j
a
p
o
n
i
c
a
 
T
h
u
n
b
.

スイ
カズ

ラ（
ニ
ンド

ウ）
1
9
6
3
/
1
/
2
3

肥
前
島
原
深
江

現
、長

崎
県
南
島
原
市
深
江

1
9
6
8
-
1
5
0
3

M
a
c
r
o
d
i
e
r
v
i
l
l
a
 
m
i
d
d
e
n
d
o
r
f
f
i
a
n
a
 
(
C
a
r
r
i
&
#
2
3
2
;
r
e
)
 
N
a
k
a
i

ウコ
ンウ

ツギ
1
9
6
4
/
7
/
2
2

大
雪
山
勇
駒
別

1
9
6
8
-
1
4
3
9

V
i
b
u
r
n
u
m
 
f
u
r
c
a
t
u
m
 
B
l
u
m
e
 
e
x
 
M
a
x
i
m
.

ムシ
カリ

（オ
オ
カメ

ノキ
）

1
9
6
5
/
8
/
1
4

定
山
渓

1
9
6
8
-
1
5
3
5

オ
ミナ

エ
シ
科

P
a
t
r
i
n
i
a
 
g
i
b
b
o
s
a
 
M
a
x
i
m
.

マ
ル
バ
キン

レイ
カ

1
9
6
5
/
8
/
1
4

定
山
渓

1
9
6
8
-
1
4
5
0

P
a
t
r
i
n
i
a
 
v
i
l
l
o
s
a
 
(
T
h
u
n
b
.
)
 
J
u
s
s
.

オ
トコ

エ
シ

1
9
6
2
/
8
/
1
6

岩
内
仙
境

帯
広
市
、岩

内
仙
境

1
9
6
8
-
1
4
4
9

キク
科

A
r
t
e
m
i
s
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なお、コレクション全体のうち、大雪山採集標
本の2点のみ、採集者が「旭川営林署員土肥氏
採集」と記述されている。旭川営林署は現在の
上川中部森林管理署で、同署は現在、大雪山を
管轄している。しかし、標本採集時の1964（昭
和39）年は、旭川営林署とは別に大雪営林署が
存在して大雪山を管轄していた事から、公的な
調査登山であった可能性は低いと思われる。
　また、北見、釧路、音別（註７）と云った近隣市
町村で採集された標本の他、札幌、江別で採集
された標本がごく少数だが存在する。江別産標
本は採集地が「野幌酪農学園」と記されている
もので、現在の酪農学園大学、とわの森三愛高
等学校である。酪農学園はプロテスタント系の
学校法人であり、キリスト教関係の行事で赴い
た際に、そこで採集したものと推察される。
　札幌産標本は定山渓で採集されている。また、道外の採集地のうち、「天城山」は静岡県伊豆半
島の番三郎岳一帯を指す天城連山と思われる。この他「神奈川県葉山海浜」があり、三浦半島基
部に位置する神奈川県三浦郡葉山町の海岸を指すと思われる。これら３地点の標本は採集年月日
も集中している事から、旅行中に採集したものであろう。また、「東京鷺宮」と記された標本があり、
現在の東京都中野区鷺宮を指すと思われるが、やはり旅行中の採集であろう。
　一方、「肥前島原」「肥前島原深江」と記された標本が6点ある。これらは現在の長崎県島原市お
よび南島原市深江（当時は南高来郡深江町）を指すと思われる。採集年が分散している事から、
吉田牧師の出身地である長崎県へ赴いた際に採集したものと推察される。

（３）分類群の特徴
　標本の内訳は、地衣類2点、藻類7点（うち緑藻2点、褐藻1点、紅藻4点）、維管束植物98点であった。
維管束植物にはシダ植物、裸子植物を含んでいた。蘚苔類標本は無い。
　地衣類はヨコワサルオガセ、オオアワビゴケの2点で、いずれもサルオガセ類（ウメノキゴケ科）
だった。採集地は大雪山勇駒別である。ヨコワサルオガセは道東の沿岸部や高標高部に広く見ら
れるサルオガセ類である。オオアワビゴケも道内の山地で広く見られ、十勝圏でもやはり大雪山
系の然別湖一帯から生育が知られるが、本州では減少している地域があり、神奈川県では絶滅危
惧種（神奈川県絶滅危惧Ⅰ類）に指定されている（高桑ほか2006）。
　藻類はいずれも大型の海藻類で、神奈川県葉山海浜で採集されたものである。ハネモ、アラメ
は道内に分布がなく、オキツノリも道内では南部に生育し道東では稀である。アラメはアワビ類、
サザエなどにとって重要な餌資源だが、近年、神奈川県の採集地周辺で行われた調査によると、
アラメの分布する海水深幅が従来見られた水深幅よりも狭まっており、被度の減少も報告されて
いる（秋元ほか2012）。
　維管束植物では、裸子植物が肥前島原で採集されたラカンマキのみだった。また多くは草本類で、
木本類は少なかった。最も多かったのはイネ科・キク科の8点で、大半は野生植物だが、オオイタ

図7　吉田標本の採集地別標本点数

池田、帯広、豊頃、浦幌、本別の十勝5市町で三分の
二を占める。
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ヤメイゲツ、ニワウメなどの栽培種も一部に見られ
た。また、ヒュウガミズキの採集地には「花店」と
書かれており、生花店で購入したものを標本にした
と思われる。主な分類群の科別内訳を図8に示した。
　全て同定されており、学名の表記にやや混乱が見
られるものの、概ねそれらは正確で、植物の観察・
同定に対する一定の素養がうかがえる。ただし、ラ
ベルと植物体が一致していないものや、登録台帳と
標本とが一致しないものが数点存在し、恐らく博物
館受入時の整理作業で誤りが生じたものと思われ
る。現在、これらの整合作業を行っており、ラベル
の張り替えや台帳との整合などを進めている。
　帯広市の岩内仙境から採集されているキク科のホ
ソバイワヨモギは、かつて道内ではカムイヨモギの
別名で呼ばれ、広く認識されていた時代があった。

現在はイワヨモギのシノニム（同物異名）とされ、区別しない事が多い。
　池田町旭町から採集されているチャガヤツリは、同属のウシクグの誤同定である。チャガヤツ
リはもともと温帯系の種で道内では稀であるとされ、『十勝植物誌』（横山1950）にも記載が無いが、
阿寒地方での採集例がある（滝田2001）。
　同じく池田町清見で採集されているクゲヌマランも、標本では距が突き出して見える事からギ
ンランの誤同定であると思われる。クゲヌマランは、道内では胆振地方以南の太平洋側に分布す
るとされる（滝田2001）。
　北見で採集されているヒルムシロには、同定のポイントとなる果実や沈水葉が無い不完全標本
で、オヒルムシロなど近縁種の可能性もあり、ヒルムシロ属ではあるが種を特定できなかった。
　やはり北見で採集されているルリソウも、近縁他種である可能性があるが、情報が少なく断定
できなかった。標本比較による詳細な検討が引き続き必要である。
　全体として分類群には特定の傾向は見られず、希少種も少ない。特に維管束植物については、
地域調査で採集した重複標本ではないかと思われる。吉田氏は地元の営林署の依頼で地域の植物
相調査をしたと伝えられており、一般種が多い事と採集時期や場所から、その際の重複標本であ
る可能性が高いと思われる。地衣類や藻類については、吉田氏の関心により特に採集されたもの
であろう。

４．標本の意義と今後の課題

　吉田康登標本の大半は、池田町旭町、清見で採集されたもので、浦幌町で採集されたものは厚
内海浜での2点のみである。しかし、もともと北海道に縁の無かった吉田氏が池田町で牧師をする
に至った背景には、集団帰農者として浦幌町に居住した経緯があった事、また学芸員を配置した
郷土博物館が池田にはなかった事から、標本は浦幌町に寄贈されたものと推察される。
　植物学的には、標本中、特に十勝の普通種に関する1960年代の記録として、当コレクションの
持つ意義は大きいと言える。当地域の植物相研究やレファレンスにおける活用が望まれると共に、
当コレクションを土台として、池田・浦幌を中心とする地域植物相研究がいっそう進展する事が

図8　吉田標本の分類別標本点数

吉田標本107点のうち、シダ植物と種子植物98点の科
別標本点数。
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期待される。
　地方史的には、池田町に教会を新築する際に資金源とする為、自ら製作・販売した「押し花色紙」
誕生のきっかけが当標本群であると言える。教会に残されている「ザゼンソウ」の色紙（図5-1）と、
浦幌町立博物館所蔵の標本における「ザゼンソウ」（図5-2）を比較すると、製作方法の共通性がよ
くわかる。採集地の大半も教会の所在地であり、したがって、池田町の宗教史に関係する史料と
しての側面も持っていると言えるだろう。
　植物研究史の観点からは、営林署から依頼を受けたとされる地域植物調査に関し、史実と残存
標本の確認を急ぐ必要がある。また、植物研究者との間で同定依頼や標本交換などを行っていた
可能性もあり、国内にはまだ残存標本がある可能性が高い。これらを今後の継続課題としたい。

註　　　
１）�日本福音ルーテル教会は、キリスト教プロテスタントの一教派であるルター派の日本における群れのひとつで

ある。ルター派は、ドイツで起こったマルチン・ルターの宗教改革でカトリックから分裂したプロテスタント
の源流を為す教派であり、信仰儀礼はカトリックの様式に近く、現代ではカトリックとプロテスタントの中間
的な位置づけの教会である。同じルター派でも日本では北米系、北欧系、ドイツ系を由来とする諸団体があ
り、日本福音ルーテル教会は最大の群れである。1963年に旧日本福音ルーテル教会と東海福音ルーテル教会が
合同して、現日本福音ルーテル教会が誕生した。池田町には明治年間より聖公会が多く、その他にも多くのキ
リスト教会が存在した記録があるが（『池田町郷土誌』によれば、1931年現在キリスト教会12と記されている
が、教派の別などは不明）、現在では新興系を除くとカトリック池田教会、日本福音ルーテル帯広教会池田礼
拝堂があるのみである。いずれも司祭館または牧師館に常駐の神父（カトリック）、牧師（ルーテル）はおら
ず、帯広教会からの巡回派遣となっている。

２）�第二次世界大戦中、帝国政府はキリスト教に対する弾圧を行い、新教（プロテスタント）各教派を日本基督教
団へ合同させる政策を強行した。日本福音ルーテル教会も日本基督教団第五部に編入されたが、信仰告白の不
一致などから合同に反対した牧師は、牧師職を事実上追放された。戦後、日本基督教団が部制を解消して統一
の信仰告白を制定するにあたり、ルター派、聖公会、日本基督教会、救世軍などいくつかの教派は離脱し、再
び独立の教会を発足した。

３）�集団帰農は、戦時中、空襲からの疎開と食糧増産体制の強化をはかるため、政府が企図した都市住民の集団移
住政策である。背景には、深刻さを増す空襲による被害からの疎開と、徴兵により減少した農村人口、特に若
年労働力の極端な不足があった。戦後は荒廃した都心部における大量の失業者への対策と、悪化の一途を辿る
食糧事情への対応が主目的となった。もともとは戦時中の1945（昭和20）年3月に閣議設定された「都市疎開者
ノ就農ニ関スル緊急措置要綱」に基づく措置で、京浜、名古屋、阪神の三地区の都市住民をそれぞれ北海道・
東北・関東甲信越、東海・関東甲信越、近畿・中国の各方面へ振り分けた。

４）�日本福音ルーテル池田教会には、初代伝道所の写真が残されている。伝道所に用いられたという協和会館は、
浦幌炭坑で映画上映会など炭坑生活者の娯楽・集会所として用いられたカマボコ屋根の講堂が知られている
が、移築前の写真を見ると、講堂に隣接して小家屋が接続している事がわかる（図3）。教会ではこの建物を伝
道所として購入、移築した。

５）「珍しい押葉色紙づくり　池田の牧師さん」北海道新聞　1967年11月28日

６）�採集した植物を入れて運ぶだめの金属製の缶。ビニル袋が普及する以前は、植物採集道具として最も一般的な
道具だった。

７）�標本ラベルには「温別」と記されているが、「音別」の誤記である可能性が高い。音別は採集当時の1966（昭
和41）年は白糠郡音別町だったが、2005（平成17）年10月に釧路市と合併し、釧路市音別となった。
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